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高
知
一
般
労
働
組
合
土
佐
電
ド

リ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
支
部
が
結
成
さ

れ
ま
し
た
。

　
８
月
末
に
県
労
連
の
紹
介
で
土

佐
電
気
鉄
道
の
子
会
社
で
あ
る
株

式
会
社
土
佐

電
ド
リ
ー
ム

サ
ー
ビ
ス
の

労
働
者
が
、

今
の
過
酷
な

仕
事
の
現
状

を
変
え
た
く

組
合
を
結
成

し
た
い
と
い

う
こ
と
で
相

談
に
来
ま
し

た
。
組
合
員

が
自
ら
自
主

的
に
組
合
員

を
増
や
し
数

回
の
職
場
会

を
開
催
し
、
要
求
を
ま
と
め
高

知
一
般
に
加
盟
し
土
佐
電
ド

リ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
支
部
を
結
成

し
ま
し
た
。

　
９
月
２
０
日
に
は
会
社
に
組

合
加
入
通
知
を
し
、
労
使
の
話

し
合
い
の
基
本
的
ル
ー
ル
を
決

め
る
労
働
協
約
の
締
結
要
求
を

し
ま
し
た
。

　
会
社
研
修
室
で
行
わ
れ
た
や

り
と
り
は
、
会
社
か
ら
、
立
仙

社
長
が
参
加
。
高
知
一
般
労
働

組
合
か
ら
は
、
前
田
書
記
長
、

山
崎
書
記
局
次
長
、
宮
崎
顧

問
、
ド
リ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
支
部

か
ら
は
、
堀
部
支
部
長
が
参

加
、
高
知
県
労
働
組
合
連
合
会

か
ら
は
、
樫
原
書
記
長
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
申
し
入
れ
に
対
し
て
、
立
仙

社
長
は
「
私
も
労
働
組
合
の
役

員
を
し
て
い
た
の
で
組
合
の

こ
と
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
る
」

「
話
し
合
い
は
、
９
月
中
に
は

開
き
た
い
」
と
の
べ
ま
し
た
。

　
１
０
月
５
日
に
団
交
を
行

い
ま
し
た
。
会
社
側
か
ら
は
小

島
部
長
、
川
上
課
長
が
出
席
、

組
合
側
は
、
支
部
か
ら
堀
部
支

部
長
、
南
部
副
支
部
長
、
大
嶋

支
部
書
記
長
、
執
行
部
か
ら
は

宮
崎
顧
問
、
前
田
書
記
長
、
山

崎
書
記
次
長
が
出
席
し
ま
し

た
。
会
社
側
か
ら
の
部
長
と

課
長
は
、
ま
っ
た
く
権
限
を

委
任
さ
れ
て
お
ら
れ
ず
不
誠

実
団
体
交
渉
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
団
交
の
こ
と
や
、

こ
れ
ま
で
に
社
長
が
個
々
に

社
員
を
呼
び
、
組
合
加
入
を

尋
ね
た
り
、
第
二
組
合
の
結

成
や
、
新
入
社
員
歓
迎
会
の

席
で
新
入
社
員
に
対
し
て
当

組
合
は
良
く
な
い
組
合
だ
と

言
っ
た
ら
し
い
な
ど
、
こ
れ

ま
で
に
妨
害
活
動
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
組
合
員
は
こ
れ

に
負
け
ず
過
半
数
を
目
指
し

よ
り
良
く
人
間
ら
し
い
労
働

条
件
を
目
指
し
闘
っ
て
い
ま

す
。

土
佐
電
ド
リ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス

㈱
の
概
要

　
会
社
は
２
０
０
１
年
８
月

に
土
佐
電
鉄
の
連
結
子
会
社

と
し
て
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
社
は
高
知
市
桟
橋
通
り
の

土
電
敷
地
内
に
あ
り
、
従
業

員
は
５
３
名
（
４
月
現
在
）、

バ
ス
運
転
手
は
３
６
名
ほ
ど

い
ま
す
。

社
長
は
土
佐
電
鉄
の
常
務
を

し
て
い
る
立
仙
洋
介
氏
（
事

業
部
長
）、
取
締
役
に
も
土
電

社
長
や
会
長
が
名
を
連
ね
て

い
ま
す
。

　
先
の
総
選
挙
で
、
国

会
・
政
治
情
勢
が
大
き

く
変
わ
っ
た
。
異
常
な

ほ
ど
の
自
民
党
の
圧
勝
で
、
逆

に
小
泉
政
治
の
暴
走
に
対
す
る

国
民
不
安
は
募
っ
て
い
る
。
小

泉
与
党
が
国
会
で
３
分
の
２
以

上
を
占
め
る
も
と
で
、
小
泉
首

相
の
号
令
一
つ
で
、
ど
ん
な
悪

法
で
も
通
す
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
ほ
ん
と
う
に
危
な
い
状
況

が
つ
く
り
出
さ
れ
た
。
こ
う
し

た
危
険
な
動
き
を
国
民
が
き
び

し
く
監
視
を
し
、
悪
政
の
暴
走

を
食
い
止
め
る
た
た
た
か
い
が

強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し

て
、
そ
の
先
頭
に
労
働
組
合
が

立
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
選

挙
後
の
一
般
マ
ス
コ
ミ
の
世
論

調
査
で
も
、
労
働
者
・
国
民
の
要

求
と
願
い
は
選
挙
前
と
選
挙
後

も
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。
要

求
の
順
位
の
最
優
先
に
、
社
会

保
障
の
拡
充
や
景
気
回
復
に
よ

る
雇
用
の
確
保
や
安
定
し
た
収

入
な
ど
、
く
ら
し
と
い
の
ち
の

安
心
・
安
全
を
求
め
て
い
る
。
一

方
で
、
憲
法
の
見
直
し
に
つ
い

て
は
、
わ
ず
か
６
％
に
し
か
す

ぎ
ず
、
ま
っ
た
く
の
国
民
の
要

求
で
は
な
い
。
し
か
し
、
憲
法
改

悪
の
手
続
き
と
し
て
の
国
民
投

票
法
案
の
国
会
提
出
が
現
実
と

な
り
、
憲
法
９
条
改
悪
の
動
き

が
い
っ
き
に
加
速
す
る
。
い
よ

い
よ
、
国
会
内
外
で
憲
法
を
め

ぐ
る
た
た
か
い
が
正
念
場
を
迎

え
る
。
憲
法
守
れ
の
た
た
か
い

に
総
力
を
上
げ
よ
う
。（
樫
）
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小
泉
内
閣
は
「
小
さ
く
て
効

率
的
な
政
府
」
を
め
ざ
し
公
務

員
労
働
者
の
純
減
を
打
ち
出

し
ま
し
た
。「
小
さ
な
政
府
」
は

労
働
者
・
国
民
に
何
を
も
た
ら

す
の
で
し
ょ
う
か
？
国
家
公

務
員
労
働
者
の
場
合
を
見
て

み
ま
し
ょ
う
。
今
回
は
職
安
・

労
働
局
で
す
。

　

法
律
で
定
め
ら
れ
て
い

る
労
働
者
の
権
利
が
職

場
で
き
ち
ん
と
守
ら
れ

て
い
る
の
か
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
仕
事
の
労
働
基

準
監
督
官
。
高
知
署
に

は
８
名
、
須
崎
、
中
村
、

安
芸
に
各
一
名
配
置
さ

れ
て
い
る
だ
け
で
す
。

賃
金
、
解
雇
、
労
働
時

間
な
ど
で
「
申
告
」
は

０
０
年
「
２
３
２
」
か
ら
０
４

年
に
は
「
２
６
２
」
に
、「
相

談
件
数
」
は
同
じ
く
０
０
年

「
１
１
１
９
」
か
ら
約
２
倍
と

な
る
「
２
３
５
２
」
と
増
え
て

い
ま
す
。

　
少
数
の
監
督
官
は
日
々
の

相
談
活
動
に
加
え
て
企
業
の

調
査
も
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

０
４
年
に
は
１
３
６
７
件
を

調
査
し
、
労
働
基
準
法
や
労

働
安
全
衛
生
法
な
ど
に
違
反

し
た
９
０
５
件
に
是
正
勧
告

を
出
し
て
い
ま
す
。
法
律
違

反
で
も
っ
と
も
多
か
っ
た
の

が
労
災
防
止
の
安
全
基
準
に

関
わ
る
も
の
、
次
が
労
働
時

間
に
関
す
る
も
の
、
次
い
で

割
増
賃
金
に
関
わ
る
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
監
督
実
施
事
業
場
の
６

６
．
２
％
が
労
働
基
準
法

等
に
違
反
し
て
い
ま
す
が
、

現
在
の
人
員
で
は
監
督
対

象
の
企
業
、
事
業
場
を
す
べ

て
回
り
き
る
こ
と
は
到
底

で
き
ず
、
法
違
反
で
明
ら
か

に
な
っ
た
の
は
氷
山
の
一

角
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

　「
も
っ
と
監
督
官
を
増
や

し
て
、
法
違
反
を
取
り
締

ま
っ
て
欲
し
い
」
は
労
働
者

の
切
実
な
願
い
で
す
。

　
高
知
職
安
で
は
職
業
指

導
官
１
５
名
（
う
ち
障
害

者
・
高
齢
者
担
当
６
名
）
が

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
今

年
４
月
が
多
く
て
５
７
５

０
人
、
一
番
少
な
い
７
月
で

も
４
０
６
９
人
で
す
。
７
月

は
２
０
日
開
庁
で
す
か
ら

一
日
平
均
２
０
３
人
と
相

談
。
電
鉄
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
の

時
間
延
長
、
昼
休
み
窓
口
開

設
な
ど
増
員
無
し
で
労
働

時
間
が
延
長
さ
れ
て
い
ま

す
。「
求
職
者
に
親
身
な
対

応
を
」
と
の
指
導
官
の
切
な

る
願
い
は
届
か
な
い
の
が

現
状
で
す
。

　
政
府
の
す
す
め
る
「
小
さ

な
政
府
」
は
労
働
者
・
国
民

の
働
く
権
利
を
侵
害
す
る

も
の
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

（今日も職を求めて多くの人が）
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(２)２００５年１０月２２日　　ＮＯ．８６　　　　　　高　知　県　労　連

全労連パンフより

‐

　県労連ホームページアドレスの綴りに誤りがありま
したので、変更しました。　

は
http://www.minken-net.com/kouchikenroren/

県労連の活動、共闘組織のニュース等を掲載しています。よろしく！

Ｑ
８
　
憲
法
へ
の
こ
ん
な

疑
問
は
ど
う
考
え
た
ら
い

い
の
で
す
か

　
日
本
は
１
９
４
５
年
８
月
１
５
日
に

「
民
主
主
義
の
徹
底
、
基
本
的
人
権
の
尊

重
、
戦
争
遂
行
能
力
の
破
壊
」
な
ど
を
う

た
っ
た
『
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
』
を
受
け
入
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
日
本
政
府
は
天
皇
主

権
を
基
本
と
す
る
憲
法
草
案
を
つ
く
る

な
ど
ま
と
も
な
対
応
が
で
き
ず
、
連
合

国
は
業
を
煮
や
し
、
日
本
国
内
で
出
さ

れ
て
い
た
憲
法
案
も
参
考
に
、
草
案
を

作
成
し
、
日
本
側
に
渡
す
こ
と
に
な
り

ま
す
。
国
民
や
国
会
で
の
議
論
を
通
じ

て
社
会
保
障
を
定
め
た
憲
法
２
５
条
な

ど
が
加
筆
修
正
さ
れ
、
憲
法
が
確
定
さ

れ
ま
す
。「
戦
争
は
も
う
ま
っ
ぴ
ら
」
と

考
え
て
い
た
国
民
は
新
憲
法
を
圧
倒
的

に
支
持
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
新
憲
法
発
布
の
翌
年
か
ら

ア
メ
リ
カ
は
日
本
の
再
軍
備
と
憲
法
９

条
を
変
え
る
よ
う
要
求
す
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　
こ
こ
数
年
の
改
憲
の
動
き
の
背
景
に

は
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
「
憲
法
変
え
ろ
」

と
の
露
骨
な
内
政
干
渉
の
要
求
が
あ
り

ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
政
府
や
自
民
党
は
、
憲
法
は

自
衛
の
軍
隊
ま
で
禁
止
し
て
い
な
い
と
拡

大
解
釈
し
、
自
衛
隊
は
憲
法
違
反
で
は
な

い
と
言
っ
て
き
ま
し
た
。
自
衛
隊
を
憲
法

上
も
位
置
づ
け
る
＝
軍
隊
と
し
て
位
置
づ

け
る
こ
と
は
、
戦
争
を
す
る
国
に
変
え
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
日
本
の
軍
事
費
は
北
朝
鮮
の
３
０
倍
で

あ
り
、
日
本
の
経
済
力
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
は
北

朝
鮮
の
３
０
０
倍
で
す
。
北
朝
鮮
が
韓
国

を
と
ば
し
て
日
本
を
攻
め
る
こ
と
は
あ
り

え
ま
せ
ん
し
、
戦
争
を
起
こ
せ
ば
自
滅
す

る
こ
と
は
十
分
知
っ
て
い
ま
す
。
９
４
年

に
ア
メ
リ
カ
が
北
朝
鮮
に
軍
事
攻
撃
を
加

え
る
寸
前
ま
で
行
き
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ

は
日
本
に
た
い
し
て
港
湾
、
空
港
の
利

用
、
企
業
や
自
治
体
の
協
力
な
ど
１
０
０

０
項
目
の
要
求
を
出
し
、
そ
の
時
は
そ
の

多
く
が
対
応
で
き
な
い
と
な
り
、
ア
メ
リ

カ
が
戦
争
を
踏
み
と
ど
ま
る
要
因
に
。
ア

メ
リ
カ
と
の
同
盟
強
化
は
、
逆
に
緊
張
と

戦
争
の
危
機
を
高
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

米田稔県議・革新懇代表世話人が講師

　
９
月
２
２
日
、
県

国
民
保
護
協
議
会
・

幹
事
会
で
「
高
知
県

国
民
保
護
計
画
（
原

案
）
が
提
示
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
高

知
県
革
新
懇
は
１
０

月
１
１
日
、
米
田
県

議
・
革
新
懇
代
表
世

話
人
を
講
師
に
し
て

学
習
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
こ
の
計
画
が
対
象

と
す
る
事
態
と
は
、「
武
力
攻
撃
の
手
段
、

そ
の
規
模
の
大
小
、
攻
撃
パ
タ
ー
ン
な
ど

に
よ
り
異
な
る
こ
と
か
ら
・
・
・
一
概
に

言
え
な
い
が
・
・
・
着
上
陸
侵
攻
、
ゲ
リ

ラ
や
特
殊
部
隊
に
よ
る
攻
撃
、
弾
道
ミ
サ

イ
ル
攻
撃
及
び
航
空
攻
撃
の
４
つ
の
累
計

を
想
定
・
・
」
と
し
、
核
攻
撃
に
た
い
す

る
避
難
で
は
「
風
下
を
避
け
、
手
袋
、
帽

子
、
雨
合
羽
等
に
よ
っ
て
・
・
口
及
び
鼻

を
汚
染
さ
れ
て
い
な
い
タ
オ
ル
等
で
保
護

す
る
・
・
・
」
な
ど
と
記
し
て
い
ま
す
。
非

現
実
的
な
「
有
事
」
を
煽
る
一
方
で
、
具

体
的
な
規
定
の
な
い
避
難
計
画
を
述
べ
て

お
り
、
参
加
者
か
ら
は
「
国
民
保
護
は
何

よ
り
も
戦
争
さ
せ
な
い
こ
と
、
九
条
を
守

る
こ
と
が
大
事
だ
」、「
敗
戦
直
前
の
時
代

を
思
い
出
す
。
こ
ん
な
計
画
は
絶
対
に
許

せ
な
い
！
」
な
ど
の
怒
り
の
声
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

　
県
に
た
い
す
る
撤
回
の
要
請
は
も
と
よ

り
、
来
年
は
市
町
村
段
階
に
移
る
こ
と
か

ら
、
市
町
村
へ
の
早
急
な
働
き
か
け
を
行

う
こ
と
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　
高
知
県
社
保
協
の

「
く
ら
し
と
医
療
を
守
る

０
５
全
県
キ
ャ
ラ
バ
ン

が
１
１
月
１
日
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
こ
の

キ
ャ
ラ
バ
ン
で
は
、
介

護
保
険
・
国
保
制
度
の

改
善
、
税
制
「
改
正
」、
医

療
問
題
、
三
位
一
体
改

革
問
題
、
障
害
者
施
策
、

保
育
問
題
な
ど
な
ど
小

泉
「
構
造
改
革
」
の
も
と

で
社
会
保
障
・
福
祉
が

後
退
さ
せ
ら
れ
て
お
り
、

「
住
民
の
い
の
ち
と
く
ら
し
の
防
波
堤
」
と

し
て
の
自
治
体
の
機
能
を
さ
ら
に
発
揮
し

て
も
ら
お
う
と
い
う
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
乳
幼
児
医
療
費
無
料
化
の

拡
大
等
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま

し
た
。
キ
ャ
ラ
バ
ン
成
功
に
む
け
て
ご
協

力
を
！

一
日
　
本
山
、
土
佐
町
、
大
川
村

　
　
　
土
佐
山
田
、
物
部
、
香
北

二
日
　
室
戸
、
東
洋
、
奈
半
利

　
　
　
仁
淀
川
、
越
知
、
佐
川

三
日
　
北
川
、
田
野
、
安
田

　
　
　
馬
路
、
安
芸
、
芸
西

七
日
　
吉
川
、
赤
岡
、
夜
須
、
香
我
美

　
　
　
大
豊
、
南
国
、
野
市

八
日
　
春
野
、
土
佐
、
日
高
、
い
の

　
　
　
檮
原
、
津
野
、
大
野
見

九
日
　
窪
川
、
十
和
、
大
正

　
　
　
三
原
、
宿
毛
、
大
月

十
日
　
土
佐
清
水
、
四
万
十
、
大
方
、

　
　
　
佐
賀

　
　
　
中
土
佐
、
須
崎

十
一
日
　
高
知
市
、
高
知
県

※
　
自
治
体
の
都
合
で
日
程
は
変
更
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
紙
面
の
都
合
上
、

時
間
は
省
略
し
ま
し
た
。

　
最
終
確
定
は
二
十
五
日
で
す
。


